
津波 PRA に関する技術基盤の構築 
その 3：津波波圧に対する水密扉のフラジリティ評価手法の提案 

（評価手法の概要） 
Construction of the technical basis for tsunami PRA 
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津波波圧に対する水密扉のフラジリティを反映した津波 PRA の実施に向け、実機水密扉水圧試験結果を

踏まえた開口部からの漏水量のフラジリティ評価手法を提案する。 
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1. 緒言  

開口部を介した建屋内津波浸水の防止を目的に設置される水密扉は、原子力発電所の津波に対する安全性

向上に寄与する。津波作用に対する水密扉のフラジリティ評価は、津波 PRA の適切な実施に不可欠である。

本報では、津波波圧の作用を受ける水密扉について、漏水量を指標とするフラジリティ評価手法の概要を示

す。また後報において、提案した手法の一般開口部・大開口部への適用例を示す [1][2]。 

2. 水密扉のフラジリティ評価手法の概要 

 実機水密扉を対象とした既往の耐水圧試験結果において確認された漏水量 Q－扉中央変形量 δ関係（図-1）

から、扉周長・水圧試験結果に基づく扉固有の漏水パラメータからなる漏水量推定モデルを提案した。 

 次に、一般開口部に設置される水密扉の有限要素モデルに一様水圧を載荷する静的弾塑性解析により、Q－

相当塑性ひずみ μの関係から、Q－μ関係が概ね線形となる領域 A・両者の関係が非線形となり扉体本体の損

傷が顕著となる領域 B・扉全体の破壊を仮定した領域 C を規定した。

本シリーズ [1][2]においては領域 A・B を検討の対象とし、扉体のみを

モデル化した有限要素モデル（漏水推定モデル A）・躯体周辺および

扉体－躯体間の構造を反映した有限要素モデル（漏水推定モデル B）

をそれぞれ用いた弾塑性応答解析を実施する。 

提案した漏水量推定モデルと弾塑性解析結果を組み合わせること

により対象扉の漏水量を推定することができ、認識論的・偶然的不

確実さを設定することによって、漏水量を指標とする水密扉のフラ

ジリティを評価することができる。 
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図-1 漏水量推定モデルの概念図 
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